
JA全農福島だより ～令和4年度 4月号～

新たな中期３か年計画実施初年度である令和４年度事業開始にあたり、一言ご挨拶申し上げ
ます。

農業を取り巻く環境は、農業生産現場では、農業就業人口減少の一方で、大型担い手農家や
法人経営体への農地集積に加え、生産や流通現場におけるＩＣＴやＡＩなどの最先端技術の導
入が進むなど、大変革の時代に突入しています。

流通面では、世界的なコロナ禍の影響から、外食からイエナカ消費、Ｅコマースや宅配、デ
リバリーといった新たな生活様式に準拠した関連ビジネスが成長しており、JAグループにも輸
出を含めた国内外への国産農畜産物の取組拡大が求められています。

また、福島県固有の課題として、原発事故を起因とした、未だに根強く残る風評被害への対
応、毎年のように頻発する地震や水害に加え凍霜害といった自然災害への対応など、他県には
無い特殊事情が数多く存在しています。

そのような中、課題解決のため福島県本部として前期3か年で「芽だし」を行った以下の最
重点取組を軌道に載せ拡充していきたいと考えています。

(1)労働力支援（農福連携、パートナー企業との連携、農作業受託、農機レンタル）

(2)産地インフラを核とした販売力強化（美米蔵、福島ベジフル館、会津野菜館、しいたけＩ
ＶＣ、愛情館）

(3)指導購買拡充（土壌分析による合理的施肥設計、低コスト資材）

(4)JA拠点事業の運営一体化や経営受託（農機、食材、JA-SS）

(5)生産基盤拡充（復興ギガ牧場、園芸ギガ団地）

令和4年度は、2030年の全農グループの目指す姿「持続可能な農業と食の提供のためになく
てはならない全農であり続ける」の実現に向けた初年度と位置付け、県本部役職員一丸となり、
さらなる高みを目指してチャレンジしてまいります。
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実需者との直接販売を通じて県産米の
安定的取引の確保・拡大に取り組んでい
ます。また、今秋には本宮市に中通り米
穀集出荷施設を稼働させフレコン集荷や
農産物物流合理化対策を強化します。さ
らに県内における県産米の消費が低位で
あることから県内消費拡大を図ってまい
ります。

令和4年度 各部の主な取り組み

米穀部

営農支援部では、本年度も引き続き農業
の労働力支援に取り組みます。

農業生産の基盤維持拡大おいて、農業労
働力確保は今後ますます重要な役割を果た
してきます。

取り組みとしては、「パートナー企業」
と連携した労働力支援と「福祉事業所」と
連携した労働力支援に取り組み、生産者の
期待に応えられよう努めてまいります。

令和４年度に全農福島直営店「福島牛焼肉牛豊」
朝日店の店舗リニューアルを予定しております。

「福島牛」「麓山高原豚」などの美味しいブランド
肉をより多くの皆様に食べていただきたく、店舗改
装だけでなく、更なるサービスの充実を進めてまい
ります。

郡山にお寄りの際は、ぜひ一度「福島牛焼肉牛豊」
へお越しください。

営農支援部 畜産部

園芸部

JA農産物直売所「愛情館」が開所２０周
年を迎えました。「愛情館」では地域に寄
り添い、農家のみなさんの愛情こもった安
全・安心・新鮮な農畜産物を販売していき
ます。
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トラクタや田植機、コンバインなどの農機
をメーカーから仕入れ、JAを通じて生産者に
供給しています。また、生産コスト削減に向
けた提案や新技術等の情報発信を行っていま
す。

生産者の声を反映した中型共同購入トラク
タの普及拡大、令和4年度より開始する農機
レンタル事業を通じて、生産者の営農を支援
していきます。

令和4年度 各部の主な取り組み

施設資材部

適正施肥の推進として農業技術センター
では、土壌分析を通じて栽培作物の品質安
定と、持続的農業生産への取り組みを支援
しています。

今年度は、これまで開発をすすめてきた土
壌診断システムの運用を開始し、分析結果
に基づいた施肥の改善提案の取り組みを進
めていきます。

「ＪＡでんき」は、組合員の皆様が日々ご利用
されている電気の料金をお安くするため、ＪＡグ
ループが取り扱う電気です。

営農施設やご自宅の電気を「ＪＡでんき」にお
乗り換えいただくことで、営農・生活コストの低
減に取り組んでいます。

石油・ガス・電気と組合員の皆様が必要とするエ
ネルギーの総合的な提案を進めます。

肥料農薬部 燃料部


